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有岛武郎的“自我”观

摘要
：有岛武郎“白桦”派中独具悲剧性格的一位作家。他独特的人生观与艺术观与他丰富的人生经历及多年的欧美留学经验密不可分。有岛武郎因《该隐的末裔》登上大正文坛，并占有重要的地位。本文从有岛武郎的基本“自我”、悲剧性的“自我”和“自我”观的意义这三个层面来研究作家有岛武郎及其作品。通过分析作品中的主人公的性格特征和命运，透析出作家自我意识的变化。虽然这部作品中的主人公形象与现实中的有岛完全不同，但他通过主人公仁右卫门展示了对原始野性的憧憬及对现实生活的压抑状态的反抗。在《该隐的末裔》中，作家通过自身的人生经历与个人体验，穿越了时空精神，使我们领悟到作品的生命、存在的价值、宗教及人类的幸福等等的意义，使读者看到了作者的“基本的自我”。


关键词
：有岛武郎；《该隐的末裔》；自我观

有島武郎の「自我」観

要旨
：有島武郎は「白樺」派に属し、もっとも思想的に苦しんだ作家である。彼の充実的な人生経験と欧米で多年に留学した知識は独特の人生観と芸術観を形成するのに大きい影響を与える。有島武郎は『カインの末裔』のおかげで、大正時代の文学史に主要な位置を占める。この論文は有島武郎の本能の「自我」、有島武郎の悲劇の「自我」、自我観の意義の三部分から作家としての有島武郎と『カインの末裔』を研究するのである。この作品の主人公の性格特徴と運命を分析することにより、作家の自我意識の変化を反映する。この作品の主人公の人間像が現実生活の有島武郎とぜんぜん違い、主人公仁右衛門を通し、有島は原始野性に憧憬し、現実生活の圧迫状態に反抗するのを展示する。『カインの末裔』で有島武郎は個人の体験と人生の経歴を通し、時空の精神を超越し、読者に作品の生命、存在の価値、宗教、人間の幸福などの意義を展示し、作家としての真実の「基本の自我」を述べた。


キーワード
：有島武郎 『カインの末裔』 自我観

はじめに

有島武郎は日本近代有名な作家で、「白樺」派の主な代表人物である。有島は教会から離れた後だが、キリスト教の博愛精神を持ち、現実と理想の二元論で苦悩した。上流階級の家庭に育った学習院出身者であるが、有島は『カインの末裔』の主人公「自然子」の仁右衛門を借助し、「真実的自我」が十分に見せるのであり、野性に憧憬し、現実生活のいろいろな圧抑を打破し、自我を大胆に吐露するのである。この課題は真実の有島武郎を了解するために、巨大の意義を与える。

作品の研究の現状について、大正時期では、『カインの末裔』の評論は肯定の方面があれば、否定の方面もある。肯定の方面はこの作品が人間に斬新なイメージと巨大の感動を与えるに対し、否定の方面は人物と自然の描写が不自然である。

戦中から昭和４０年代にかけて、この作品に関連する評論はあまり多くないが、ほとんどが肯定であり、農民の悲惨生活の現実主義小説だと称する。昭和４０年代後では、この小説の思想性と社会性が肯定されるが、前人に概念小説と現実主義小説を定義されるという結論を機械に取り受けることではない。評論家はこの小説が有島武郎の内心の写照であり、彼が主人公を通し、自我の告白小説を吐露すると思われる。

有島は出身が貴族であり、良好の教育を受け、やさしい大学の教授であり、ブルジョアの作家といわれる。一方、仁右衛門は最下層の農民であり、乱暴で衝動であり、論理と道徳に反することを常にやるのである。なぜ、作家は仁右衛門が自身の描写と称するのか。この問題について、本論文は有島武郎と読者の距離を近め、作家としての真実の「基本の自我」を掲げる。この論文ははじめに、第一章、第二章、第三章、結論からなるのである。

有島武郎の「自我」観

一   「白樺」派と有島武郎

本章は「白樺」派の主要の思想と代表人物、特に有島武郎のことが述べる。有島は「白樺」派に属するが、彼の文学思想は「白樺」派のほかの同人と違うのである。この独特の文学思想は彼の輝いた文学生涯を作り出し、いろいろな優秀の作品を育成する。

1.1「白樺」派とその思想


「白樺」派は大正時期の文壇の主流であり、反自然主義の流派の一つとし、東洋の詩美を楽しめ、余裕を持って作品を作る余裕派と享楽的で退廃的な傾向を持つ耽美派と違い、「人」を中心とする流派である。

大正期になると、明治時代の終わりとともに、自然主義の宿命論や人間観に反対し、理想主義を主張する日本近代の新しい文学流派であり、理想主義派とも呼ばれる。雑誌『白樺』は１９１０年、学習院の上流階級の子弟に、創刊され、「白樺」派の主要文学拠点となった。１９２３年、関東大震災の影響や有島武郎の自殺などの原因で、廃刊となり、「白樺」派も解散となった。

自然主義文学の「無理想」という主張に反対し、人間の個性尊重と自我肯定を唱え、人間の価値が芸術の源となると主張する。人生を肯定し、善を本とし、「調和」を強調し、理想主義、人道主義をその主潮とする。「白樺」派は近代の自我、個性を確立し、人生の熱情を肯定する上に、封建主義の古い制度と社会秩序を反対し、明治維新の未完成の民主主義を続けようと叫ぶ。

1.2「白樺」派に属する主な人物

この派には、上流階級の家庭に育った若者が多い。彼らは人間の個性尊重、人間万歳という思想を重視し、個人の行動が人類の幸福に繋がると思い、自己の出身と社会主義との矛盾に悩み、「自己を生かす」という方向に進んだのである。主なメンバは武者小路実篤、志賀直哉、有島武郎、長与善郎などである。

武者小路実篤の文学観は「自己肯定」であり、「白樺」派の思想的特徴をもっとも代表的作家である。彼は公家華族の家系に生まれ、人がどんなに大きい打撃を受けても、理想を失わずに自信の心理を保つべきであると思った。彼は「失恋した者万歳、結婚した者も万歳」をスローガンとし、「私にとって『自己』以上に権威のあるものはありません」
という徹底的な自己肯定思想を堅持したのである。主な代表作は『おめでたき人』、小さなユートピアの建設を目指す「新しき村」運動時代に書かれた『幸福者』、『友情』、『或る男』などである。

志賀直哉は「白樺」派のもっとも傑出した小説作家であり、「小説の神様」と呼ばれている。彼は強い論理観と自我を持ち、個性を生き、「白樺」派の中心人物となる。彼の作品には一作だけの長篇小説で、ほかは短編小説であり、鋭い感覚に満ちた簡潔な文体に、正義感に富み、弱者への同情を表現するのである。唯一の長篇小説『暗夜行路』、心境小説『城の崎にて』、短編小説『和解』などは志賀直哉の代表作である。

長与善郎は武者小路実篤の影響を受け、「白樺」派の同人となった。主な作品は短編小説『兎』、長篇小説『盲目の川』、『竹沢先生という人』などである。

1.3  有島武郎について

有島武郎は欧米で多年に留学し、「白樺」派の中で、西欧の文学思想の影響を最も受けた作家である。有名な文学評論家の本多秋五は「有島武郎は愛と真理の芸術家であり、…彼のように精確的に西欧文化を吸収する日本文学家はいません
」


有島武郎は、高級官僚の家庭に出身し、長男として東京に生まれ、十歳で学習院予備科に入学し、十一歳のとき、皇太子の学友に選ばれた。十九歳で学習院中等全科を卒業し、その後、１９０１年札幌農学校から卒業し、そして、キリスト教に感化された。１９０３年欧米に留学し、滞在期間で有島は斬新な精神洗礼を受け、特にホイットマンの自由主義とベルクソンの生命哲学の影響の下で、現実と理想の二元論でなやみ、その中から解放したがり、キリスト教に不信感を起こした。帰国後、母校で予備見習仕官や大学の英語講師とし、過ごしていたが、正式にキリスト教から離れた。志賀直哉らと出会い、同人誌「白樺」に参加し、文学者としての活動を開始し、「白樺」派の中心人物の一人とした。初期は、彼は最も積極的な理想主義者であり、『農地解放宣言』を発表し、北海道に所有していた有島農場の農地を小作人に無償で与えた。後期は、有島は理想主義に失望した。彼の文学の生涯でたくさんの小説や評論を発表し、文壇で活躍していた。妻の死去したあと七年後、４５歳のときに、彼は深く愛していた恋人の人妻波多野秋子と心中したのである。有島の作品はほとんど悲劇性であり、彼の人生も悲劇的な結末である。

有島武郎は大正期の有名な小説家と評論家であり、特に「白樺」派の代表作家として広く知られている。作家として本格的な執筆生活が極めて短く、７年足らずで終わったが、すべての情熱を傾け、充実の成果を上げた。同時代と戦後短期間、文壇に作家としての有島の研究が数少なかった。

日本では、当時の評論家は彼の文学の精髄が理解できなく、文学の価値が完全に認識できなかったから、有島を人道主義の潮流に入れ、すべての文学作品を貫いた批判の「自我否定性」を見下げたのである。その後、有島の文学全体が本格的に文壇の注目を受け、多様の視点から有島の文学を再認識する研究を築かれ始めたのである。現在に至って、日本で「有島研究会」があり、有島の作品と人生に関する研究活動が盛んに行われている。

一方、中国では、鲁迅などが有島の作品の翻訳や紹介に苦労したから、有島武郎の研究の潮流を起こしている。近年来、劉立善をはじめ、有島の研究に大きな成果を収め、特に『或る女』についての研究である。

有島武郎は「白樺」派の中にあり、悲劇性の作家である。「白樺」派作家の作品はほとんど理想主義に溢れ、主題が積極的で、向上的であるが、有島はどちらかといえば「白樺」派の悲劇作家である。楽観的に自我を肯定できず、有島の個性化を持つ人道主義は彼の文学思想の精髄の所在である。

　『カインの末裔』は有島の出世作であり、北海道の荒涼の自然に挑戦し、粘り強い生命力を描いている。『生まれ出づる悩み』は画家を目指す北海道青年が芸術と現実の間でもがいたスリートーを描いている。有島武郎の最も傑出した作品は『ある女』である。この小説は理想の新生活を追求するために因襲的な道徳に反抗する悲劇性の女性を描き、日本のリアリズム文学の最高作品と評されたのである。とにかく、有島は「階級の矛盾の問題を切り捨てず、女性の解放に注目した良心の知識人である」。


二   有島武郎の本能の「自我」と『カインの末裔』

『カインの末裔』は有島武郎の出世作であり、１９１７年に完成された。１９１６年、有島の妻と父親が病死し、二人の死は有島に言えない「解放感」をあたえる。この「解放感」だから、彼は創作霊感のピークに達するといえる。有島は自分を見直し、真実の「自我」を『カインの末裔』という作品に展示するのである。

有島武郎の「自我」観は本能の「自我」があれ、悲劇の「自我」もある。本能の「自我」とは、すなわち、『カインの末裔』で、仁右衛門の食欲と性欲である。

2.1 『カインの末裔』のあらすじ

　この小説は７節からなるのであり、北海道の羊蹄山の麓の松川農場k村を舞台として展開する。粗野で無教養、野蛮という資質であるから周囲と付き合うことが出来ない広岡仁右衛門が主人公で、縁戚を頼み、妻と幼子と馬一頭をつれ、北海道のk村にある農場へ向かうシーンから始まる。彼と妻の最大の希望はk村に定居し、長期の漂泊が終わりたがるのである。しかし、彼は農場のルールを守らない、いろいろな問題を起こす。最後に、この閉鎖的で共存を重んじる農場社会はやはり彼を疎み、追放しようとするのである。スリートーは主人公の定居が敗北に終わったのである。

2.2 『カインの末裔』の主人公の人物像

　この小説の主人公――仁右衛門は野蛮、粗野という方面もあれば、優しいという方面もあるのである。

　“笠井は農場一の物識りで金持ちだ。それだけで、癇癪の種には十分だ。彼はいきなり笠井にとびかかって、胸倉を引っつかんだ。カーといって出した唾を危うくその顔に吐きつけようとした。”
これは小説の第三節のシーンである。仁右衛門が金持ちに本能の嫉妬を表示し、貧しい境地に瀕し、お金に渇望するイメージは生き生きと見せる。

　仁右衛門はこの小説の終始で、微笑という表情がほとんどないのである。その原因は何だか。原文の中に、こう描き、

彼はその灯を見るともう一種のおびえを覚えた。人の気配をかぎつけると彼は何とか身づくろいをしないではいられなかった。自然さがその瞬間に失われた。それを意識することが彼をいやがうえにも仏頂面にした。「敵が目の前に来たぞ。馬鹿な面をしていやがって、屁でもひっこぬけれるな」


農場に着き、人に触れ、彼の自然さはかえって失い、緊張になるのである。カインの末裔――仁右衛門はもともと「自然子」であり、生まれてから「反人類性」を持つので、自然に反抗し、人間に接触するとき、無意識に人類社会のルールを破壊した。だから、松川農場での定居生活が失敗した始末である。仁右衛門自身には強烈の「自然子」としての「本能」と「衝動」があり、生命に熱愛し、生活に執着する精神がある。

　主人公は粗野という性格をもち、周囲の人を殴るのである。大人であろうが、子供であろうが、彼は気に入らないとき、殴りつけた。小説では、仁右衛門は佐藤の１２歳ほどになる長女のやせた頬を歪むほどたたきつけた。「野蛮人」という形象は徹底的に見せるのである。

 　一方、仁右衛門は善良、無邪気という性格を持つのである。「い鎮まって見ると隙間もる風は刃のように鋭く切り込んできていた。二人は申し合わせたように両方から近づいて、赤坊を間に入れて、抱き寝をしながら、藁の中でがつがつと震えていた。」
このシーンは父親としての仁右衛門が自分の子に愛を注ぐのであり、本能の愛が見られた。　同様、主人公が自分の妻を可愛がるという面はある。ある夜、彼は家に帰り、悪戯もののように寝た妻を抱きすくめ、懐から大福餅を取り出し、妻の口にあてがっているという描写は、妻への愛が溢れているであろう。

2.3 『カインの末裔』の「本能の自我」の表現

「本能」は結果的に現れる行動ではなく、行動を引き出す動因であり、すなわち「欲望」に近いのである。この小説の中で、本能は食欲と性欲を指すのである。

妻は大きな溜息をして背の荷と一緒に赤ん坊を卸して胸に抱きとった。乳房をあてがってみたが、乳は枯れていた。…妻は懐から塩煎餅を三枚出して、ぽりぽりと噛み砕いては赤ん坊の口にあてがった。いきなり仁右衛門が猿臂を伸ばして残りを奪い取ろうとした。…妻は負けて大部分を掠奪されてしまった。

仁右衛門が自分の子の唯一の食物を奪うという行為は人性を失い、論理に反することといわれるが、これはかえって、「自然子」としての主人公の生命本能と衝動を生き生きと現れる。極度の飢餓の境地に面し、論理と道徳の束縛から脱し、生きていく糧食を獲得する行為は仁右衛門が生命に非常に熱愛する表現である。有島は「野蛮人」のような主人公の形象を借り、社会の人々に「基本の自我」を見とかせるのである。

有島武郎は性を「生命の衝動」と「本能」の表現の一つとみえ、性の解放を唱えるのである。この小説で、仁右衛門は松川農場にやって来るとまもなく佐藤の妻と密通した。夜中で、女と幽会するのであり、主人公の性の渇望を徹底的に描くのである。当時の社会で、性を醜いものとし、禁欲を盛んに行い、このような背景の下で、有島は仁右衛門の形象を用い、思想の束縛から解放したがるのである。

三　有島武郎の悲劇の「自我」と『カインの末裔』

有島武郎が悲劇性の作家であり、彼の貴族社会地位と超越時代思想の間の矛盾は有島の悲劇性格を育成する。運命と対抗できないという悲劇思想は『カインの末裔』の主人公に生き生きと表現する。

3.1  仁右衛門の悲劇の宿命

　この小説は仁右衛門と妻が再びに漂泊しなければならないという結末である。仁右衛門は農場のほかの人が働かないときでも、依然として昼も夜もなく、働くのであり、地主になるという夢を完成しようが、失敗してしまった。なぜならば、北海道の悪劣的な自然環境が原因のひとつであり、最も主要の原因は仁右衛門が生命の熱愛と生活の希望という信念を抱いても、同時、「自然子」の生命の本能と衝動――「食欲」と「性欲」をもち、この両者が矛盾になるのである。彼は生きていくために、社会の人と付き合う必要があるが、社会のルールが守られないので、農場を出なければならないという悲惨的な始末である。

3.2  有島武郎の悲劇の思想

　有島武郎は貴族の出身で、良好の教育をうけ、巨大の財産を持つのであるが、人道主義と理想主義を堅持し、自分の運命が人々の幸福につながると考え、北海道の農場を無償に小作人に与えたのである。自分の社会地位に応じない知識人の「自我」を有する有島が封建制度の旧思想が打破できない。この矛盾は彼の悲劇思想を形成するのである。この悲劇思想は仁右衛門という人物形象に生き生きと表現され、主人公の悲劇の運命を造成するのである。

3.3 『カインの末裔』の「悲劇の自我」の表現

亜麻を売るから百円の金を持つ仁右衛門はお酒を飲んだ後、馬車で夢を見たとこるで、自分の子が赤痢で死んだと教えられる。

他愛のない夢から一足飛びにこの恐ろしい現実に呼び覚まされた彼の心は最初に彼の顔を高笑いに崩そうとしたが、すぐ次の瞬間に、彼の顔の筋肉を一度気に引き締めてしまった。彼の顔の血が一時に頭の中に飛びのいたように思った。

この描写は子を失った父親としての仁右衛門の深い悲しみを徹底的に表現するのである。

　仁右衛門は競馬を通し、お金を稼ぐつもりであるが、彼の馬が前脚を二足とも折った結果である。金持ちになる夢が破滅するだけではなく、馬も傷で役に立たない。彼の悲劇性の運命は再びに現れられる。一系列の不運が起こり、主人公が最後に農場を出、流浪の生活を過さなければならないという悲惨の結局になった。

　　　　

おわりに

現在の社会では、人間はいろいろな問題に追われ、ますます自我を失い、ほかの人に真実の「基本の自我」を展示するのが重要に変えていくのであろう。だから、有島武郎の『カインの末裔』の研究は大きい価値があると思われる。と同時に、有島武郎はこの作品を通し、人類の主体意識と生命意識を蘇えたがり、「自我」の存在を確認し、「自我」と「個性」を扼殺する封建思想に反抗し、作家の真実の内心世界を最大に表現するのである。『カインの末裔』の研究を通じ、有島の「基本の自我」は生命に対する熱愛の本能の自我と封建思想に打破できない悲劇の自我である。仁右衛門の形象は作家の「基本の自我」の真実の表現であり、作家の自我の描写である。この小説は作家の自我展示の告白小説といえる。

有島武郎は欧米での留学期間、本能の生命哲学の洗礼を受け、文学史で輝いた成績を残した。彼の短暫の一生を顧みることにより、有島はいくつかの階級を経て、成熟していたことが分かった。その思想変化と原因はを今後の研究課題として一歩進めて研究しようとする。
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